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Nicotiana glutinosaの タ バ コ モ ザ イ ク バ イ ラス

に よ る壊 死斑形 成 に関す る研 究(第2報)*

エーテル処理の壊死斑形成阻害効果について

西 泰 道 ・吉 井 甫

 Studies on the production of local lesions of 

 Nicotiana glutinosa by tobacco mosaic virus 

2. On the inhibitory effect of ether narcotization 

    against the production of local lesions 

    Yasumichi Nishi and Hazime Yoshii

1.緒 言

タバ コ モザ イ クバイラス(TMV)をNicotiana glutinosa に接 種 す る前,ま た は 後 に,N.

glutinosaをエーテル 処 理 また は 窒 素 ガ ス処 理 を行 うとそ の 感 受 性 が 変 化 す る こ とを前 報4)

で報 告 した が,本 実 験 で はTMVをN.glutinosaに 接種 した の ち,種 々時 間 をか え て 行

つ た エ ー テ ル処 理 が 壊 死 斑 形 成 に 及 ぼ す 阻 害 効 果{)ーみた.

II.実 験 方 法 お よ び 結 果

葉 が8～10枚 展開 し て い る茎 長 約10cmのN.glutinosaの 幼 葉 及び 老 葉 を 除 い た5枚

の葉 にTMVを ふ くん だ タバ コ葉 の搾 汁 を カ ーボ ラ ング ム 法 に よつ て 接 種 した.接 種 後 一

定 時 間 室 内に 放 置 した の ち,接 種 葉 を葉 柄 か ら切 りと り,葉 の中肋 に 沿 つ て 等分 に切 り,そ

の左 半葉 と右 半 葉 とを 交 互 に エ ーテ ル処 理 区 と標 準 無 処 理 区 に あ て た.エ ーテ ル処 理 は,

1.5ccの エ ー テ ルを 密 閉 した61容 の 硝 子 円 筒 中 で一 定 時 間 自然 蒸 散 させ た.実験 は温 度

20℃ ～30℃ の室 内で 行 い,処 理 のお わ つ た の ち,48時 間,72時 間 の 経 過 後 に2回 の壊 死

斑 調 査 を行 つ た.TMV汁 液 の製 法 は 前 法4)の 通 りで あ り,罹 病 トル コ タバ コに燐 酸 緩 衝

液 を加 え て摺 り潰 した もの を使 用 した.各 実 験 とも,TMVをN.glutinosaに 接 種 して

エ ー テ ル処 理 を 開始 す る まで に約15分 を費 した.

接 種 直 後 か ら始 め て2時 間,3時 間,4時 間,5時 間 とエーテル 処 理 時 間 をかえ た 場合 の

結 果 はTable1の 通 りで あ る.

Tablc1に よれ ば,接 種 時 か ら2時 間 並 び に4時 間 の処 理 を行 つ た も ので は そ の効 果 は

明 か で な か つ た が,接 種 時 か ら3時 間,5時 間 に 亘 るエーテル 処 理 で は,い ず れ も壊 死 斑

形 成阻害 効 果 が認 め られ た.
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Table 1. Effect of duration of ether narcotization treated immediately 

        after TMV inoculation.

Number in the table represents the average number of lesion per half-leaf 

of five half-leaves of N. glutinosa. 
* Significant at 5 per cent level .

次 に接 種 時 か ら15分,1時間,2時 間,3時 間,4時間 の経 過 の の ちに,そ れ ぞれ24時 間

に亘 る エ ーテ ル処 理 を行 つ た.そ の結 果 はTable2の 通 りで あ る.

Table 2. Effect of ether narcotization for 24 hours started at different 
        lapses of time after TMV inoculation (at  25°C).

Number in the table repesents the lesion number per half-leaf of N. glutinosa. 
* Significant at 5 per cent level .

Table2に よれ ば,接 種 後2時 間 以 内 に エ ーテ ル処 理 を開 始 した も の で は 阻害 効 果 が認

め られ るが,接 種 後3時 間,4時 間後 に 開 始 した も ので は 阻 害 効 果 が認 め られ な か つ た.

さ らに,N.glutinosaにTMVを 接 種 してか ら,2時 間 な い し4時 間 を経 た の ち に,1

～2時 間 とい う短 時 間 の エ ーテ ル処 理 を行 つ た .こ の度 は,61容 の密 閉硝 子 容 器 中 で3cc

の エ ーテ ル を使 用 し,処 理中に エ ーテ ル が な るべ く早 く 自然 蒸発 す る よ うにぺトリ皿中 に

エ ーテ ル を入 れ て蒸 発 させ た.結 果 はTable3の 通 りで あ る.

Table3に よれ ば,接 種 後2時 間 目 よ り1時 間 の エ ーテ ル処 理 で は 壊 死 斑 形 成 の 増 大す

る傾 向が 見 られ,3時 間 目,4時 間 目 よ り各1時 間 の処 理,2時 間 目 よ り2時 間 の処 理 で は

影 響 を認 め る こ とが で き なか つ た.



Table 3. Effect one or two hours ether narcotization started at different 

        lapses of time after TMV inoculation.

Number in the table represents the average number of lesion per half-leaf of 

five half-leaves of N. glutinosa. 
* Significant at 5 per cent level .

III.考 察

前報4)において,TMVをN.glutinosaの 葉に接種したのちにエーテル処理すると接種

葉上の壊死斑形成が阻害され ることを報告した.本 実験では接種後一定時間のエーテル処

理を行つて,壊 死斑形成阻害効果をみたのである.接 種の直後か ら始めて3時 間または5

時間に亘るエーテル 処理では壊死斑形成阻害の効果が認められ,接 種時か ら2時 間以内に

開始 した24時 間 のエーテル 処理では阻害効果が認められたが,接 種時か ら3時 間以上経

過 したのちに,24時 間のエーテル処理を開始 したものでは阻害効果が認められなかつた.

これらの結果か ら,エ ーテル処理による壊死斑形成阻害の効果は,接 種後のある一定時間

に限定 され るようである.即 ち,本 実験によれば,TMVをN.glutinosaの 葉に接種し

た直後から2時 間までの間に始めて,3時 間以上のエーテル処理によつて阻害を受けるよ

うな壊死斑形成の過程があると考えられ る,ま た,接 種後2時 間経過ののち1時 間 という

短時間のエーテル処理を行つたものでは,却 つて壊死斑数の増加を結果した.

Sukhove)ら によれば,TMVはN.glutinosaに 接種後1～2時 間で増殖 し,そ の細胞

から隣接細胞に移行するのは4時間 目か らであるとい う.Siege16?)ら によれば,TMVの

感染が行われ るに当つて,ま ず 第 一にvirus粒 子から核酸が遊離するという初期反応時

期があり,こ れはvirusの 系統によりまた温度により異 り,2.5ま たは5時 間であると

い う.本 実験において,N.glutinosaにTMVを 接種し,そ れより2時間 以内に開始 して

3時 間以上のエーテル麻酔を行 うときは,最 終段階として壊死斑の形成数を減少している

のであるが,こ の作用時間 がSiegelら のいう核酸遊離とい うTMV感 染の初期反応期,

またはSukhovら のい う増殖期にほぼ一致していることは注目に値する.

植物細胞に及ぼす麻酔剤の作用は,本 質的にはその酵素蛋白に及ぼす表面活性作用によ

り,酵 素 と基質との接触面に作用する働きであるといわれているが,5)なお不明の点も少く

ない.ま た個々 の麻酔剤によつてその作用機作も異るものとも考えられる.富 山9・10)らは

麻酔剤 としてエタノール を使用し,そ の10%液 に漬けた馬鈴薯切片が疫病抵抗性を減じ,



同時にその呼吸酵素系の阻害ならびに代謝活性の阻害の起 ることを明らかにし,か つそれ

自体の酸化することを認めた.

エーテル麻酔の場合には,1.5%以 下の低濃度であると,水 易溶性 ・エーテル難溶性物質

に対する原形質の透過性は低下 し,エ ーテル易溶性 ・水難溶性物質に対する透過性は増大

するといわれている.1)水上2・3)は稲葉をエーテル麻酔(0.02500)さ せると,稲 胡麻瀧枯病

の病斑は無処理のものに比べて大型化す ることを認め,同 時に,エーテル 処理 した稲葉の

KC103並 びにエオシン 透過性の低下していることを認めた.本 実験で行つたエーテル 麻酔

は0.025～0.05%の 低濃度のものである,従 つて,水 易溶性 ・エーテル難溶性物質 と原形

質(酵 素蛋白)と の接触が阻害せ られていると考えられ,こ のことが細胞の生理障害をひ

きおこし,最 終的に壊死斑数の減少を結果していると考えられ る.然 しなが ら,こ の短時

間の生理障傷が何故に,最 終的に壊死斑数の減少となつて現われ るかについてはなお明ら

かでない.

IV.摘 要

1)NicotianaglutinosaにTMVを 接種したのち,一 定時間を限つてエーテル処理を行

い,壊 死斑形成阻害効果の実験 を行つた.

2)接 種直後から2時 間に亘つて行つたエーテル処理では,壊 死斑形成阻害の効果は明

らかでなかつたが,接 種時か ら3時 間或は5時 間に及ぶ処理では阻害効果が認められた.

3)接 種時から2時 間以内に開始し,24時 間のエーテル処理を行つたものでは,壊 死斑

形成阻害効果が認められるが,接 種時から3時 間以後に開始 した24時 間 のエーテル 処理

ではその効果が認められなかつた.

4)接 種後2時間 目より1時 間エーテル 処理を行つたものでは,却 つて壊死斑形成促進

効果が認められた.接 種後3時 間或は4時 間を経過したのち,そ れぞれ1時 間行つた処理

ではその効果が認められなかつた.

5)以 上により,接 種時か ら2時 間以内に始めて,3時 間以上に るエーテル処理を行

うとN.glutinosaのTMVに よる壊死斑形成が阻害 され ると結論 した.

6)エーテル 麻酔の壊死斑形成阻害作用について多少の考察を加えた.
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 S  u  m  m  a  r y 

   Leaves of Nicotiana glutinosa were treated with ether vapor (0.025-0.05 %) for 

various hours after inoculation with tobacco mosaic virus. 

   Local lesion number on the leaves was significantly decreased by ether 

narcotization when treated for three or five hours immediately after inoculation. 

   Local lesion number was significantly decreased by twenty four hours ether 

treatment started within two hours after inoculation of TMV. 

   One hour narcotization which began two hours after inoculation promoted 

the production of local lesions. 

   It was concluded that the production of local lesions on N. glutinosa by TMV 

was inhibited by ether narcotization of the leaves for more than three hours, 

starting to treat within two hours after inoculation of TMV. 

 Some considerations on the mechanism of the inhibition of lesion production 

of the ether treated plants were given.
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